
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

男 女 計 36 人増 旧沼田 
市管内 ３６８ １０８１ １４４９ 

前年 
比較 2．5％ 

男 女 計  4 人増 白沢町 
振興局 ２９ ６０ ８９ 

前年 
比較 4．7％ 

男 女 計  6 人増 利根町 
振興局 ４８ １４２ １９０ 

前年 
比較 3．3％ 

２００９年８月２３日  №４８８ 
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男 女 計 ４６人増 沼 田
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群馬県が実施した６月１日現在における６５歳以

上のひとり暮らし高齢者の基礎調査の結果です。 

国 

市当局は、井之川委員の質問に、「バス路線の総合的な検討の中で対応し

ていくが、検討結果は来年度の早い時期にも出したい。すき間対策としては、

６５歳以上の利用者に限って、福祉タクシー券で対応していきたい」と答え

ました。すき間対策とは、本年９月末に乗合タクシーが廃止され、バス路線

の全体的な検討結果が来年度になる予定で、デマンドバス(予約制バス)など

を視野に検討されているが、それが実施されるまでに半年以上の間があいて

しまうので、その間に行なう対策のことです。 

「乗合タクシーを存続させる会」（代表 薄根地区 野村利二氏、川田地

区 原二次男氏）から沼田市議会に提出されていた「乗合タクシーの存続

を求める陳情書」は、民生福祉委員会に付託され、８月１１日に開催され

た民生福祉委員協議会で審査され、賛成少数で「不採択」となりました。 
井之川博幸委員は、地域に入って実際に利用者の声を聞いた経験から、

現在の乗合タクシーの運行に比べて、宇楚井・原・上川田線と奈良・秋塚

線を一日おきに運行させるなど、「減便」してもいいから運行は継続してほ

しいという切実な願いに応えて、運行形態は変わっても存続する必要があ

るとして、「趣旨採択」を主張しました。他に井土上町の星川嘉一郎委員が

趣旨採択を主張しましたが、宇敷和也副委員長、 
金井康夫委員、大島崇行委員、鈴木圭子委員、 
牧野保好委員、真下恭嗣委員が不採択を主張 
し、２対６で「不採択」となりました。 

 群馬県の緊急経済対策の一環として、 
第４期計画の中で広域型特別養護老人 
ホームの増床が５６０床計画されてい 
ると、１１日開催された沼田市議会民 
生福祉委員協議会で高齢福祉課長から 
報告されました。 
 条件は、既設の特別養護老人ホーム 
で、１施設２０の増床が可能です。１ 
床当り６０万円が補助されます。(２０ 
床なら１，２００万円) 
 特別養護老人ホームも入所待機者が多く、なかなか入れない状

況です。利根沼田地域では、今年度から５０床の新施設が始りま

すが、待機者の解消にはまだ施設が絶対的に不足しています。既

設の施設の増床だけでなく新規の施設の設置も必要です。自民・

公明政権では、社会保障費の毎年２２００億円削減に合わせて、

施設を増やすと介護費用が増えるとして、施設建設を抑制してき

ました。家族介護の負担を軽減し、必要な介護を受けるには、施

設建設がまだまだ必要です。方向を変えるには、政治を変える必

要があります。 

 大雨が降ると柳町東部から雨

水が市道を通り中部地域に押し

寄せ、ちぐさ幼稚園入口付近が

洪水状態になります。その解消

のため途中から雨水下水道で環

状線に埋設してある雨水下水道

にバイパスを造ります。 

 

 

 


